
宮 崎 労 働 基 準 協 会 報令和 4年12 月1日 No.836（毎月1日発行）

1

　……………………2〜３
…４

………………………………………４
……………………５

…………………５
………………６

………………………………………………………７
………………………………………………８

宮崎労働基準協会報宮崎労働基準協会報宮崎労働基準協会報
公益社団法人宮崎労働基準協会   宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル　TEL.0985-25-1853  http://www.miyazaki-roukikyo.or.jp

橋口 光雄発行人

全員で目をかけ声かけ意識して　目指そう安全・健康職場

　

先
日
、仕
事
で
学
園
木
花
台
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、と
あ
る
お
宅
で
一
輪
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
見

つ
け
ま
し
た
。寒
さ
の
厳
し
く
な
る
前
に
花
を

つ
け
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
、思
わ
ず

写
メ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
を
知
っ
た
の
は
、亡
き
妻

と
の
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
沖
縄
で
し
た
。鮮
や

か
な
赤
色
に
惹
か
れ
、好
き
な
花
の
１
つ
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。そ
ん
な
こ
と
も
忘
れ
て
い
た

十
数
年
前
、な
ぜ
か
花
屋
で
見
つ
け
た
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
の
苗
を
手
に
と
り
、自
宅
に
買
っ
て
帰
り

ま
し
た
。ち
な
み
に
、私
の
住
ん
で
い
で
る
と
こ

ろ
は
周
辺
の
地
区
よ
り
冷
え
る
ら
し
い
の
で
、

冬
場
は
鉢
植
え
を
室
内
に
取
り
込
み
な
が
ら

だ
っ
た
の
で
す
が
、あ
る
時
し
ま
い
忘
れ
て
そ
の

ま
ま
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。そ
れ
以
来
、

気
に
す
る
こ
と
も
目
に
入
る
こ
と
も
な
く
な

り
、寒
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
の
時
期
に
、真
っ

赤
に
咲
い
て
い
る
花
に
気
づ
き
何
だ
か
嬉
し
く

な
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
寒
さ
を
感
じ
は
じ
め
た
頃
、頭
髪

も
な
く
手
入
れ
も
面
倒
な
の
で
普
段
か
ら
坊

主
頭
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、帽
子
が
欠
か
せ

な
く
な
っ
て
い
て
、い
つ
も
帽
子
を
被
っ
て
い
る

せ
い
か
仕
事
中
で
も
つ
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
ぞ
ん

ざ
い
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。ま
た
、頭
髪
が
な
い
と
怪
我
し
や

す
い
と
言
わ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、本
当
に

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
頭
に
血
が
滲
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

 

武
士
は「
常
在
戦
場
」と
い
う
こ
と
か
ら
月さ

か
や
き代

を
剃
り
兜

か
ぶ
と（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）を
す
ぐ
に
装
着
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、今

の
私
の
頭
頂
も
そ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の

に
仕
事
中
に
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な
？　

な
ん
て

考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。　　
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待ってます　元気なあなた　　　
　　　明るく迎える年末年始

労働災害絶滅621人誓う
「宮崎県産業安全衛生大会」開催
全国産業安全衛生大会in福岡で片田講師に緑十字賞
年末年始無災害運動
宮崎県の最低賃金が改正されました
年末年始建設業労働災害防止強調運動
令和5年 安全祈願祭のお知らせ　ほか
随　想
講習のご案内　

主唱　中央労働災害防止協会
後援　厚生労働省

宮崎市 ポインセチア 堀切峠のポインセチア（中南米原産）は、「宮崎観光の父」故・岩切章太郎氏の発案により花の少
ない冬に日南海岸の海に映える花として1967（昭和 42）年頃から植栽されました。直径数ミリの花を囲む苞

ホ ウ ヨ ウ

葉の赤・冬でも落
葉しない常緑樹の緑・樹液（メキシコでは昔、解熱剤など薬用に利用した）の白は、まさにクリスマスカラ―。別名クリスマス
フラワーと呼ばれています。

年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ

誠
に
勝
手
な
が
ら
、

12
月
29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）

ま
で
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
４
年
度
宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会（
宮

崎
県
労
働
災
害
防
止
団
体
等
連
絡
協
議
会
主
催
）

は
11
月
16
日
、
宮
崎
市
佐
土
原
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策

を
徹
底
し
、
今
年
も
時
間
を
短
縮
し
て
開
催
。
県

内
の
事
業
所
か
ら
２
６
１
人
が
参
加
し
、
労
働
災

害
の
絶
滅
と
、
安
全
で
健
康
・
快
適
な
職
場
づ
く

り
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

橋口 光雄
大会会長

田中 大介
宮崎労働局長

米良　勝也
宮崎県商工観光労働部次長

全員で大会宣言を確認

優
良
事
業
場
8
社
表
彰

安
全
・
安
心
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

安
全
・
安
心
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

労
働
災
害
絶
滅

労
働
災
害
絶
滅  

2
6
1

2
6
1
人
誓
う

人
誓
う

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度    

宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

　

冒
頭
、
こ
れ
ま
で
宮
崎
県
の
産
業
発
展
の
た

め
不
幸
に
し
て
労
災
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
後
、
陸
上
貨
物
輸
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協

会
元が
ん
み
ょ
う明

吉
美
支
部
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
県
労
働
災
害
防
止
団

体
等
連
絡
協
議
会
の
橋
口
光
雄
大
会
会
長（
宮

崎
労
働
基
準
協
会
会
長
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
第
８
波
の
襲
来
が
心
配
さ
れ
る
中
、
３
年

ぶ
り
に
県
内
各
地
で
秋
の
祭
り
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
社
会
活
動
や

９
月
に
本
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
自

然
災
害
に
触
れ
た
後「
本
県
に
お
け
る
死
亡
及
び

休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
は
、
４
年
連
続
で

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
の
全
国
の
労

働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
は
平
成
11
年
以
来
最

多
と
な
る
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
改

め
て
安
全
衛
生
活
動
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
企
業
を
取
り
巻
く
今
日
の
状
況
が
い
か
に

厳
し
く
と
も『
安
全
と
健
康
の
確
保
は
全
て
に
優

先
す
る
課
題
』
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認

し
、
関
係
者
が
総
力
を
挙
げ
て
努
力
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
重
要
。本
大
会
へ
の
参
加
を
契
機
に
、

職
場
の
安
全
衛
生
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と

共
に
、
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
快
適
な
職
場
づ

く
り
を
目
指
し
て
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
労
働
災
害
防
止
団
体
よ
り
推
薦

さ
れ
た
県
内
８
事
業
場
が
安
全
衛
生
優
良
事
業

場
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
橋
口
大
会
会
長
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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令和4年度

神楽酒造㈱西都工場

向陽化工㈱

㈱きりしまベーカリー

㈱久保田木工

㈱徳満建設

日南建設㈱

㈱竹之内製材所

㈱高鍋運送

酒類製造業

金属製品製造業

食料品製造業

木材・木製品製造業

土木工事業

土木工事業

木材製造業

道路貨物運送業

西都市

延岡市

都城市

日南市

都城市

日南市

高原町

高鍋町

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
宮
崎
労
働
局
田
中
大

介
局
長
、
及
び
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
米

良
勝
也
次
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
田

中
局
長
は
、
平
成
30
年
を
初
年
と
す
る
同
局

の
５
か
年
計
画『
宮
崎
労
働
局
第
13
次
労
働

災
害
防
止
推
進
計
画
』
最
終
年
と
な
る
本
年

の
計
画
目
標
に
触
れ
た
上
で
、
県
内
の
労
働

災
害
発
生
状
況
に
つ
い
て「
令
和
３
年
の
死
亡

者
数
は
前
年
と
同
数
の
13
人
、
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
者
数
は
４
年
連
続
の
増
加
で
平
成

11
年
以
来
22
年
ぶ
り
に
１
６
０
０
人
越
え
の

１
６
８
７
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
年
10
月
末

現
在
の
死
亡
者
数
が
前
年
同
時
期
を
３
人
上

回
る
15
人
、
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
も

前
年
同
時
期
74
％
増
加
の
２
１
３
６
人
と
な
っ

て
い
る
」
と
説
明
。
計
画
最
終
年
と
な
る
本

年
に
つ
い
て「
計
画
目
標
の
達
成
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。
死
傷
災
害
増
加

の
要
因
に
つ
い
て「
最
も
大
き
な
要
因
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
も
の
で
、
近
年

は
転
倒
な
ど
の
行
動
災
害
や
高
年
齢
労
働
者

の
災
害
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
死
亡
災
害

の
要
因
を
個
別
に
み
る
と
、
そ
の
多
く
で
基
本

的
な
安
全
管
理
の
取
組
が
疎
か
に
な
っ
て
い
た
」

と
し
９
月
29
日
に「
改
め
て
、
労
使
を
は
じ
め
関

係
者
が
一
体
と
な
っ
た
安
全
活
動
の
取
組
徹
底
の

緊
急
要
請
を
行
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に

「
安
全
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

環
境
の
実
現
に
向
け
労
働
災
害
の
防
止
、
健
康

確
保
へ
の
取
組
み
に
今
後
と
も
ご
協
力
を
」
と

要
請
し
、
さ
ら
に「
重
大
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い

と
い
う
対
策
の
取
組
に
ご
尽
力
を
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

次
に
、
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全

課
の
安
全
、
衛
生
各
専
門
官
よ
り
、
大
幅
な
増

加
傾
向
に
あ
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
の
詳
細
、

ま
た
労
働
安
全
衛
生
法
の
関
係
政
省
令
改
正
に

伴
う
新
た
な
化
学
物
質
規
制
の
導
入
や
職
長
等

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
の
対
象
業
種
拡
大
、

さ
ら
に
化
学
物
質
関
係
で
は
無
料
で
利
用
で
き

る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
訪
問
支
援
や
電
話
相
談

窓
口
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く「
大
会
宣
言
」
で
は
、
来
場
者
全
員
が

起
立
。
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止

協
会
森
勇
二
事
務
局
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、
全
員
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
、
矢
野
俊
也
宮
崎
労
働
基
準
協

会
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
閉
会
し
ま
し
た
。

大大  会会  宣宣  言言    
  

 宮崎労働局第１３次労働災害防止推進計画は、「宮崎県内で働く一人ひと

りがかけがえのない存在であり、それぞれの事業場において、一人の被災

者も出さない」という基本理念のもと、「死亡労働災害ゼロ」の実現を目指

し、５か年計画の５年目を迎えている。 

 

しかしながら、宮崎県における死亡及び休業４日以上の労働災害は、令

和元年から毎年増加し、令和３年の労働災害による死傷者数は１，６８７

人で、平成１９年以来最多となっている。休業災害では、高齢者を中心に

全業種で「転倒災害」が多発しており、すべり、つまづき防止などの基本

的な転倒防止対策の徹底が重要となっている。 

また、令和４年度は、建設業、林業をはじめとして死亡災害が多発して

いる。「職場内の安全衛生活動の総点検」「企業における安全衛生管理体制

の充実」「雇入れ時の安全衛生教育の徹底」などの実施が強く求められてい

る。 

 

労働者の健康をめぐる状況は、仕事や職業生活に関する強い不安や悩み

又はストレスを感じる労働者が多く、ストレスチェックの実施などによる

労働者の心の健康確保が喫緊
きっきん

の課題となっている。 

 

新型コロナウイルス感染の危険が続く中、企業を取り巻く環境には大変

厳しいものがあるが、情勢がいかに厳しくとも、「安全と健康確保は全てに

優先する課題」である。 
 本大会を契機に、参加者一人ひとりが原点に立ち返って、人命尊重の基

本理念を再確認し、安全で健康・快適な職場作りに向けて全力を尽くすこ

とをここに誓う。 
 右、宣言する。 

 

  令和４年１１月１６日 

      令和４年度宮崎県産業安全衛生大会 

講話（安全）　宮崎労働局労働基準部
健康安全課　木野宮専門官

講話（衛生）　宮崎労働局労働基準部
健康安全課　地福専門官
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年末年始無災害運動
令和４年度　2022年12月1日〜2023年1月15日

令和４年度【事業場の実施事項】※実施要領(抜粋）

第
81
回 

全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会

　

第
81
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
が
10

月
19
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
福
岡
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会

は
、
初
日
に
総
合
集
会
が
開
催
さ
れ
、
和
楽

団
「
ジ
ャ
パ
ン 

マ
ー
ベ
ラ
ス
」
の
迫
力
あ
る
和

太
鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
、
開
会
式
で
は
厚
生

労
働
大
臣
、
福
岡
県
知
事
、
福
岡
市
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
福
岡

市
長
は
ご
本
人
が
出
席
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に

も
か
か
わ
ら
ず
本
大
会
が
福
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば
と
近
年
急
激
に

再
開
発
が
進
み
発
展
す
る
福
岡
市
の
様
子
を
、

さ
す
が
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
市
長
な
ら
で
は
の

流
暢
な
語
り
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
き
、
永
年
産
業
安
全
衛
生
に

多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
当
協
会
か
ら

推
薦
し
ま
し
た
片
田 

宏
講
師
が
令
和
４
年

度
緑
十
字
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
田
講
師
は
、
昭
和
57
年
か
ら
40
年
余

り
の
長
き
に
亘
り
玉
掛
技
能
講
習
、
小
型

移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
、
床
上
操

作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
の
学
科
講
習

を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
片
田
講
師

に
は
今
後
も
講
師
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

緑
十
字
賞
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

第
81
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
は
総

合
集
会
が
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
B
館
で
、

分
科
会
、
安
全
用
品
展
示
会
が
マ
リ
ン
メ
ッ

セ
福
岡
A
館
及
び
福
岡
国
際
会
議
場
メ
イ

ン
会
場
で
開
催
さ
れ
、
全
体
で
約
６
５
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
県
か
ら
も
会

員
事
業
場
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
50
名

を
超
す
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
で
開
催
　
片
田
宏
さ
ん
（
講
師
）
に
緑
十
字
賞

片田講師（左）と
全国産業安全衛生大会総合集会

緑十字賞を受賞した片田宏講師（写真左）と
塚本当協会専務理事

経営トップによる安全衛生方針の決意表明 
リスクアセスメントおよび労働安全衛生マネジメントシステムの導入・定着 
KY(危険予知)活動を活用した非定常作業における労働災害防止対策の徹底 
安全保護具・労働衛生保護具、安全標識・表示等の点検と整備・更新 
化学物質のリスクアセスメントの実施を含めた化学物質管理の徹底 
金属アーク溶接等作業における健康障害防止措置の実施 
転倒、墜落・転落、はさまれ・巻き込まれ災害防止や腰痛予防対策の徹底 
火気の点検、確認など火気管理の徹底 
交通労働災害防止対策の推進 
安全衛生パトロールの実施 
機械設備に係る一斉検査および作業前点検の実施 
年末時期の大掃除等を契機とした5Sの徹底 
年始時期の作業再開時の安全確認の徹底 
過重労働をしない・させない職場環境づくり 
高年齢労働者を含めた身体機能の維持向上のための健康づくり、健康的な生活
習慣(睡眠、食事、運動等)に関する健康指導などの実施 
新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ等の感染症拡大防止対策の徹底 
職場のハラスメント防止につながる取り組みの推進 
自然災害等に伴う復旧・復興工事等における労働災害防止対策の推進 
安全衛生旗の掲揚および年末年始無災害運動用ポスター、のぼり等の掲示 
その他安全衛生意識高揚のための活動の実施
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令和４年度　年末年始建設業労働災害防止強調運動
　　　　(令和４年12月1日～令和５年１月15日)

【お問合せ】宮崎労働局労働基準部　健康安全課　℡0985-38-8835

　宮崎県内の建設業における労働災害発生件数については、長期的に見ると減少
傾向にあるものの、平成20年以降、毎年１件から５件の間で推移していた死亡災害
は、令和３年に４件発生し、本年10月末日現在において既に５件発生しています。
　また、休業４日以上の死傷災害についても、ここ10年ほどは毎年200件前後で
推移していましたが、本年10月末日現在において、166件（前年比24件増）発生す
るなど、大変憂慮すべき状況が続いています。
　例年、年末から年始にかけては労働災害が増加する時期であり、特に建設業に
おいては最盛期を迎える現場も多くなることから、今後、建設現場における安全管
理活動への一層の取組みが重要となります。
　以上のことから、年末・年始の時期を中心とした12月１日（木）から１月15日(日）
までの期間中、労働災害の撲滅を目指し、関係行政機関、労働災害防止団体及び
事業者が一体となって、本運動による労働災害防止の取組強化を図ります。

重点事項
①　安全管理体制の整備等
②　墜落・転落及び飛来・落下災害防止対策
③　建設機械・移動式クレーンの災害防止対策
④　地山の崩壊・倒壊災害防止対策

事業場の実施事項
①　現場代理人等を中心とした現場での安全衛生活動の充実
②　経営首脳等による現場パトロールの実施
③　安全衛生教育の実施
④　建設三大災害（墜落・転落災害、重機災害、崩壊・倒壊災害）防止対策の徹底
⑤　墜落制止用器具（フルハーネス型）の導入
⑥ 「現場代理人による『安全現場宣言』運動」の取組
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ポスター・用品のお申し込みは基準協会各支部へどうぞ！

午前8:45集合1/11（水）
午前10:45集合1/ 10 （火）

午前10:00集合1/11（水）

午前10:00集合
鵜戸神宮（日南市）★ご案内及び申込書は、当協会HPに掲載しています。★ご案内及び申込書は、当協会HPに掲載しています。

1/16（月）

令和 5年令和 5年

!  
 

日南支部

   全国産業安全衛生大会in福岡
たくさんのご参加ありがとうございました。

安全衛生教育促進運動
令和４年度　2022年12月1日〜2023年4月30日

令和4年 労災死亡者累計
令和4年11月14日現在宮崎労働局 令和4年11月15日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

2
5
1
5
3
16

1
1

2
1
5
3

1
3

2

6
1

1

1

1
1

2
4
9

1
4
3
2
3

13前年同期

令和4年 死亡災害発生状況

 （備考）11番の死亡災害発生状況につきましては、詳細が調査中であったため掲載が遅れました。
　　　　また、宮崎労働局のHP で13 番の死亡災害発生状況が新たに掲載され、11月号で掲載した13 番については
　　　　現在14 番に変更されています。

11

13

15

災  害  の  概  要業種 性別 年齢 経験
期間

８
月

９
月

10
月

墜
落
、

転
落

墜
落
、

転
落

墜
落
、転
落

屋
根
、は
り
、

も
や
、け
た
、

合
掌

は
し
ご
等

掘
削
用
機
械

建
築

工
事
業
道
路
貨
物

運
送
業

林
業

男

男

男

70
代

40
代

60
代

22
年

20
年

21
年

番号 発生
月

 戸建て住宅（木造２階建て）の新築工事現場において、建て方の作業を
行っていた被災者が２階床部分の梁上から3.18m下の基礎コンクリート上
に墜落した。

 自社の駐車場内に駐車されたトラックの傍で、被災者と脚立が地上に倒
れた状態で発見された。被災者の周囲には放水したままのホースと、着用
していたサンダルが落ちていた。保護帽は無かった。

 ドラグ・ショベルを用いて、台風の影響で山林内の作業路に生じた崩土等
を取り除く作業を行っていた被災者が、作業路の路肩から約50m下の法
面に倒れた状態で発見された。被災者はこの作業を一人で行っていた。
　被災者が倒れていた法面のさらに下ではドラグ・ショベルが発見されて
おり、作業路の路肩からドラグ・ショベルごと転落して被災者が途中で車外
へ投げ出されたものと推定される。

事故の
型

起因
物

労働災害防止のために不可欠な安全衛生教育、特に労働安全衛生法に基づく教育等を促進するため、中央労働災
害防止協会(中災防)が主唱し、厚生労働省の後援のもと、業種別労働災害防止協会や都道府県労働基準(労務安
全衛生)協会(連合会)等および全国的な安全衛生関係団体が一体となって展開している運動です。令和4年度安全
衛生教育促進運動実施要領では、各事業場に対して主に次の事項を実施するよう求めています。

主唱：中央労働災害防止協会　後援：厚生労働省

12月 日12022年 4月 日302023年令和4年度

安全衛生教育促進運動
労働安全衛生法により

などが義務づけられています。
雇入れ時教育 職長等教育 技能講習 特別教育

STOP
ストップ

労働災害

令和５年４月１日より職長等教育の対象業種に
食料品製造業※、新聞業、出版業、製本業
および印刷物加工業が追加！
職長は現場の安全衛生管理のキーパーソン
です。新たに職長となる従業員に対して
職長等教育の実施が義務化されます。

令和５年４月１日より職長等教育の対象業種に
食料品製造業※、新聞業、出版業、製本業
および印刷物加工業が追加！
職長は現場の安全衛生管理のキーパーソン
です。新たに職長となる従業員に対して
職長等教育の実施が義務化されます。

正しい知識で 職場を安全・健康に！

※新型コロナウイルス感染症の拡大を防止しながら、職場の安全と健康を守る取り組みを進めることが求めら
れています。教育に際しては、適切な感染予防対策を講じましょう。

　労働災害を防止するためには、雇入れ時教育、職長等教育、作業内容変更時教育、特別教育等を徹底
するとともに、安全推進者、化学物質管理者、産業保健スタッフ、管理職などに対する安全衛生教育、情
報機器作業従事者・管理者に対する労働衛生教育、職長等を含めた安全衛生業務従事者に対する能力向
上教育などを推進することが大変重要となります。
 年度初めは、新入社員、作業内容が変更となる者、新たに危険有害業務に従事する者など教育・研修の
対象者が増えることを踏まえ、事業場に必要な教育・研修について改めて確認し、早い時期から計画的に
準備を進めて着実に実施しましょう。

※食料品製造業のうち「うまみ調味料製造業及び
　動植物油脂製造業」は従来から職長教育の対象
　です。

　今年で８１回目を迎えた全国産業安全衛生大会および緑十字展を、10月19日（水）
から21日（金）までの３日間、福岡市で開催いたしました。多数の皆様にご来場いただき
まして、厚くお礼申し上げます。
　令和５年度の全国産業安全衛生大会は、９月27日（水）から29日（金）までの３日間、
愛知県名古屋市ポートメッセなごやで開催いたします。多数のご参加をお待ち申し上げ
ます。 また、研究（事例）発表も募集いたします。ふるってご応募くださいますようご案
内申し上げます（令和5年1月6日(金)〆切）。
URL：https: //www.jisya.or.jp/taikai/2023/          　　　（中央労働災害防止協会）
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令和4年 労災死亡者累計
令和4年10月14日現在 令和4年10月1日現在宮崎労働局 宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
5

4
3
13

1
1

1
1
4
3

3

2

5

1

1

1

2
3
9

1
3
3
2
3

12前年同期

令和4年 死亡災害発生状況

13 9月 林業 激突され 立木等 70代 5年男

番号 起因物事故の型 性別 年齢 経験期間発生月 業  種

　皆伐現場において、被災者がチェーンソーを使用して伐木作業を行っていたところ、伐倒
木（ヒノキ）がかかり木となったが、これを放置して付近にある別の立木を伐倒していたとき、
当該かかり木が外れて落下し、被災者に激突した。

災  害  の  概  要

（備考）宮崎労働局のHPで11番の死亡災害発生状況（調査中）として「建築工事業の墜落、転落」が掲載され、10月号で掲載した
　　　11番については現在12番に変更されています。

平成２8年平成２8年平成２8年平成２8年

　

４
年
前
に
小
林
秀
峰
高
校
を
最
後

に
工
業
高
校
機
械
科
の
教
員
を
退
職

し
ま
し
た
。現
職
当
時
の
自
分
を
振

り
返
る
と
「
勢
い
と
思
い
込
み
」だ

け
で
生
徒
に
接
す
る
視
野
の
狭
い
教

員
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。そ

う
い
う
私
で
も
長
い
教
員
生
活
の
中

で
は
い
ろ
い
ろ
な
生
徒
と
出
会
い
、

そ
の
出
会
い
を
通
し
て
か
け
が
え
の

な
い
思
い
出
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
の
中
で
も
特
に
大
切
な
出

会
い
は
Ｓ
君
と
の
出
会
い
で
す
。

　

教
員
２
年
目
、25
歳
の
私
は
張
り

切
っ
て
１
年
生
の
ク
ラ
ス
担
任
に
な

り
ま
し
た
。Ｓ
君
は
そ
の
ク
ラ
ス
の

中
に
い
ま
し
た
。当
時
の
高
校
生
は

今
の
高
校
生
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
勤
務

し
て
い
た
学
校
も
「
元
気
の
あ
る
生

徒
」が
多
い
学
校
で
し
た
の
で
私
も

結
構
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し

た
。そ
う
い
う
雰
囲
気
の
中
で
３
年

生
に
な
っ
た
Ｓ
君
も
「
そ
れ
な
り
の

高
校
生
」に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
が

素
直
で
穏
や
か
な
性
格
は
入
学
し
た

頃
と
変
わ
ら
ず
私
に
と
っ
て
は
ノ
ー

マ
ー
ク
の
生
徒
で
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
Ｓ
君
が
こ
と
も
あ

ろ
う
か
夏
休
み
最
終
日
に
家
出
を
し

て
学
校
に
来
な
く
な
り
ま
し
た
。自

宅
で
晩
酌
を
し
な
が
ら
明
日
の
二
学

期
始
業
式
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
に
Ｓ
君
の
お
母
さ

ん
か
ら
「
先
生
、Ｓ
が
家
出
を
し
ま
し

た
！
」と
い
う
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

電
話
は
Ｓ
君
が
家
出
を
し
た
直
後
の

も
の
で
「
今
、道
路
を
走
っ
て
い
ま
す
。

あ
！
姿
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
！
」

と
実
況
中
継
で
家
出
の
様
子
を
生
々

し
く
伝
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
Ｓ
君

は
行
方
知
れ
ず
の
日
々
が
続
き
ま
し

た
が
一
週
間
ほ
ど
す
る
と
家
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。私
は
家
庭
訪
問
を
繰
り

返
し
て
「
３
年
生
の
二
学
期
、卒
業
ま

で
あ
と
わ
ず
か
だ
。と
に
か
く
学
校
へ

来
い
」と
話
を
し
ま
す
が
Ｓ
君
は
「
学

校
は
退
学
す
る
」と
だ
け
し
か
答
え
ま

せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、毎
日
の
よ
う

に
家
庭
訪
問
を
繰
り
返
し
て
い
る
う

ち
に
Ｓ
君
の
気
持
ち
も
次
第
に
変
化

し
、さ
ら
に
友
達
か
ら
の
誘
い
か
け
等

も
あ
り
、よ
う
や
く
学
校
に
登
校
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。登
校
す
る
よ
う

に
は
な
っ
た
も
の
の
Ｓ
君
は
長
く
欠

席
し
て
い
た
た
め
、卒
業
す
る
た
め
に

は
一
日
も
休
め
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。「
Ｓ
、
お
前
が
卒
業
し
た

い
の
な
ら
絶
対
に
休
む
な
。
風
を
引

い
て
熱
が
あ
っ
て
も
這
っ
て
で
も
来

い
」
と
Ｓ
君
に
言
っ
て
頑
張
ら
せ
て

は
い
た
も
の
の
本
当
に
卒
業
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
心
配
で
Ｓ
君
の
出

欠
を
毎
日
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
確
認

し
て
い
た
も
の
で
す
。
Ｓ
君
は
学
校

生
活
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
い
く
中

で
段
々
と
「
卒
業
し
た
い
」
と
い
う

思
い
を
強
く
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
は
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
無
事

に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
式
の
日
、
Ｓ
君
は
本
当
に
素
直

な
涙
を
流
し
、
そ
の
夜
に
は
「
先
生
、

本
当
に
有
り
難
う
」
と
泣
き
な
が
ら

電
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
も
感
無
量
の
卒
業
式
で
し
た
。

　

学
校
を
通
し
て
の
就
職
が
で
き
な

か
っ
た
Ｓ
君
は
、叔
父
の
建
装
会
社
や

兄
の
内
装
会
社
で
働
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。叔
父
の
会
社
で
内
装
関
係
の

基
礎
を
学
び
、職
人
と
し
て
仕
事
を
覚

え
る
こ
と
に
精
一
杯
頑
張
り
兄
の
会

社
で
は
現
場
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
し
て
、30
歳
の
時
に
兄

の
会
社
か
ら
独
立
し
て
内
装
関
係
の

会
社
を
起
業
し
ま
し
た
。独
立
し
て
自

分
で
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
資
格
取

得
が
必
要
な
こ
と
を
痛
感
し
、必
死
に

勉
強
し
て
内
装
関
係
の
国
家
資
格
一

級
を
取
得
し
た
そ
う
で
す
。そ
の
頃

「
先
生
俺
は
高
校
時
代
あ
ま
り
勉
強
し

な
か
っ
た
け
ど
今
、必
死
に
勉
強
し
よ

う
と
よ
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。ま
さ

に
「
立
場
が
人
を
創
る
」と
い
う
感
じ

で
Ｓ
君
の
職
業
人
と
し
て
の
成
長
を

感
じ
ま
し
た
。会
社
を
起
こ
し
て
か
ら

25
年
間
、S
君
の
素
直
な
人
柄
が
Ｓ

君
の
仕
事
へ
の
信
頼
に
つ
な
が
り
今

で
は
南
九
州
各
地
か
ら
仕
事
の
依
頼

が
あ
り
従
業
員
と
と
も
に
忙
し
く
働

い
て
い
ま
す
。Ｓ
君
は
今
の
職
業
に
就

い
て
、職
場
で
先
輩
に
厳
し
い
指
導
を

受
け
た
り
、新
し
い
後
輩
が
で
き
て
自

分
が
指
導
す
る
立
場
に
な
る
中
で
「
相

手
に
対
す
る
思
い
や
り
や
素
直
な
気

持
ち
が
大
切
だ
」と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
と
よ
く
語
っ
て
い
ま
す
。

　

素
直
な
涙
を
流
し
た
卒
業
式
の
日

か
ら
37
年
以
上
の
歳
月
が
経
ち
Ｓ
君

は
55
歳
に
な
り
ま
し
た
。「
相
手
に
対

す
る
思
い
や
り
と
素
直
な
気
持
ち
」を

大
切
に
仕
事
や
夫
・
親
と
し
て
頑
張
っ

て
い
る
Ｓ
君
は
私
が
誇
り
に
思
う
「
教

え
子
」で
す
が
、今
で
は
私
に
と
っ
て

尊
敬
で
き
る
「
教
え
て
も
ら
え
る
人
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。人
は
様
々
の
出

会
い
を
通
し
て
自
分
の
人
生
を
形
づ

く
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う

い
う
意
味
に
お
い
て
Ｓ
君
と
の
出
会

い
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
出
会
い
で

あ
り
、こ
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
い

ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。そ
の
出
会
い
を
よ
い
出
会

い
と
す
る
た
め
に
「
相
手
に
対
す
る

思
い
や
り
と
素
直
な
気
持
ち
」を
心
が

け
て
日
々
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

（
公
社
）宮
崎
労
働
基
準
協
会　
　
　

    

　
　
　
　
　
　

講
師　

黒
木  

正
弘

　（公社）宮崎労働基準協会　
講　師

黒木 正弘さん

Ｓ
君
と
の
出
会
い
に

         

感
謝
し
て
・
・
・
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（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合せいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。

講習のご案内講習のご案内
12 1 月分

講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします。但し、※印の講習（主に高校生対象）
を受講希望の方については、担当支部にお問合せの上、お申し込みください。

（注）新型コロナウィルス感染拡大の状況により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。

宮崎基準協会

「受講申込書」はホームページから
印刷(ExcelまたはPDF形式)できます

・「技能講習」等の受講申込書に、自動車運転免許証等の写しの貼付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。原則として、開催日の５日前までにご入金ください。
・（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

講習会の申込み・問合せ先等
宮崎労働基準協会本部・宮崎・日南支部

延岡支部

■

■
■

申込受付期限等■
宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル〒880-0024

TEL.0985-25-1853  FAX.0985-28-9080
TEL.0982-34-5538  FAX.0982-21-0117

都城支部 TEL.0986-24-5603  FAX.0986-24-5618

申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。土日・祝日に当たる場合は翌
営業日となります。また、申込みの締切りは、開催日の2営業日前までです。郵送の場
合は開催日の2営業日前までに必着となります。定員に達している場合は、キャンセル待ち
をご案内します。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上のレーンの玉掛作業）

 27,280   
（免除 25,190）

会員    550
一般 1,650

宮崎 12/15（木）～ 12/17（） （学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） 矢野運輸(株)

宮崎 1/26（木）～ 1/28（土） (学科)早水公園体育文化センター（都城市）
（実技）𠮷原建設仮設機資材部

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
一般 1,705 宮崎 1/19（木）～ 1/21（土） （学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技） 矢野運輸(株)

作
業
主
任
者

特定化学物質及び
四アルキル鉛等 11,440 会員　 880

一般 1,980

宮崎 1/ 24（火）～ 1/25（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市） 

延岡 12/20（火）～ 12/21（水） 延岡市職業訓練支援センター

　★法改正によりアーク溶接作業では、屋内・屋外を問わず当講習を修了した者の中から「特定化学物質作業主任者」の選任が必要になりました。

酸素欠乏・
硫化水素危険 17,160 会員 1,210

一般 2,310

宮崎 12/  6 （火）～ 12/ 8（木） （学科） 
矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）

宮崎 1/31（火）～ 2/ 2（木） （学科） 
矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）

延岡 1/17（火）～ 1/19（木） （学科）延岡市職業訓練支援センター（実技）

有機溶剤 11,440 会員    660
一般 1,760

都城 12/13（火）～ 12/14（水） 早水公園体育文化センター（都城市）

宮崎 12/13（火）～ 12/14（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

ボイラー取扱 11,440 会員 1,843
一般 2,943 延岡 ※ 12/ 3（土）～ 12/ 4（日）   ポリテクセンター延岡

特
別
講
習

クレーン運転業務 会員 11,550
一般 14,630 1,705 延岡 12/ 6 （火）～ 12/ 7（水） （学科） 

日向地区中小企業支援機構（実技） 

アーク溶接等業務 会員 17,270
一般 20,350 1,210 宮崎 1/26 （木）～ 1/28（土） (学科)矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

(実技) ポリテクセンター宮崎

電気取扱業務（低圧） 会員 11,660
一般 14,740 770 宮崎 1/17 （火）～ 1/18（水） （学科） 

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）

そ
の
他

安全衛生推進者養成講習 11,440
（免除　8,030）

会員   330
一般 1,430 宮崎 12/ 1 （木）～ 12/ 2（金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

新たな化学物質規制の解説
及び受動喫煙防止セミナー

参加無料
（どなた様でも参加できます）

ご案内・申込書はＨＰに掲載しています。
宮崎 12/ 9 （金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・
安全衛生責任者教育を建設業労働災害
防止協会（℡ 0985-20-8610）が
実施しています。

会員 11,550
一般 14,630 880 宮崎 12/20 （火）～ 12/21（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

　

★定員に達しました★定員に達しました

★定員に達しました★定員に達しました

★定員に達しました★定員に達しました

★定員に達しました★定員に達しました

★定員に達しました★定員に達しました

★都合により中止し宮崎で開催★都合により中止し宮崎で開催


